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第 84回東京女子医科大学学会総会
シンポジウム「ここまで来た！心臓血管外科治療の最前線」
日　時　2018 年 9 月 29 日（土）13：10～16：00
会　場　東京女子医科大学　弥生記念講堂
座長（東京女子医科大学医学部心臓血管外科学　教授・講座主任）新浪　博
1．重症心不全のFuturability （大阪大学大学院心臓血管外科　教授）澤　芳樹
2．植込型補助人工心臓治療の最前線 （北海道循環器病院先進医療研究所　所長）山崎健二
3．心臓移植の贈り物 （東京女子医科大学大学院重症心不全制御学分野　教授）布田伸一
4．低侵襲カテーテル治療の最前線―TAVI の現状と未来―
 （獨協医科大学埼玉医療センター心臓血管外科　准教授）鳥飼　慶
5．ロボット支援心臓手術 （帝京大学医学部心臓血管外科　主任教授）下川智樹
序　　文
（東京女子医科大学医学部心臓血管外科学　教授・講座主任）新浪　博
　本邦における心臓手術の第 1例目は本学の榊原仟先生
によって，昭和26年5月に動脈管開存結紮術が行われま
した．続けて昭和29年9月には低体温法を用いた国内初
の開心術に成功されました．日本における心臓血管外科
の歴史はここから始まっています．榊原先生は，「胸壁と
心臓との距離は数センチメートルだが，外科医が到達す
るまでに2000年の年月を要している．科学の発達には月
日が要る」とのお言葉を残されていますが，榊原先生の
第1例目の手術から67年余りが経過し，心臓血管外科の
治療は急速な発展を遂げています．心臓移植の実施，補
助人工心臓の開発，低侵襲治療，ロボット支援手術とこ
れまで様々な治療法，医療機器等が多くの医師，研究者
によって研究，開発され，臨床で多くの患者を救ってきま
した．日々進歩する医療において心臓血管外科治療の発
展は目覚ましいものがあります．心臓病と偏に申しても，
疾患における専門性は非常に高く，それぞれの医師のス
キルも自ずと高いものが求められます．それぞれに切磋
琢磨し，日本は世界でも非常に高いレベルの治療が行わ
れているのです．
　今回のシンポジウムでは最新の心臓血管外科治療につ
いて，各分野の本邦におけるリーダーにご講演いただき
ました．一般の方，医療関係者ともに本当に「ここまで
きた！」と思っていただける内容であり，心臓血管外科
治療において，より多くの方に希望をもたらし，ご理解
いただけたシンポジウムになったことと思っております．
Hiroshi Niinami〔Department of Cardiovascular Surgery, School of Medicine, Tokyo Women’s Medical University,
Tokyo,Japan〕:PrefaceforUp-to-DateCardiovascularSurgery
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学会・研究会抄録
女性医師・研究者支援シンポジウム 2018
日　時：2018 年 6 月 2 日（土）9：30～12：30
会　場：東京女子医科大学　臨床講堂 I
主　催：東京女子医科大学女性医療人キャリア形成センター女性医師・研究者支援部門
共　催：東京女子医科大学総合研究所
東京女子医科大学ダイバーシティ環境整備事業推進室
託　児：東京女子医科大学病院附属保育所
 司会（女性医師・研究者支援部門副部門長，総合診療科・予防医学科）村﨑かがり
挨拶 （理事長・学長）吉岡俊正
開会の挨拶 （女性医療人キャリア形成センター長）肥塚直美
東京女子医科大学の女性医師支援 （女性医師・研究者支援部門長，臨床検査科）佐藤麻子
女性医師・研究者研究発表会
　2017 年度「佐竹高子女性医学研究者研究奨励金・女性医学研究者支援」対象者による研究報告
 座長（女性医師・研究者支援部門副部門長，生理学（第一））宮田麻理子
（生理学（第一））木内有希
　2017 年度研究プロジェクト　研究報告（医学部 4年生） 座長（総合研究所）竹宮孝子
（1病理学（第一），2生化学，3医学教育学，4腎臓外科，5先端生命医科学）
清水恵利香1・新妻楠望2・宮城妃奈乃3・平田真依子4・西脇さくら5・小野真珠5
コーヒーブレイク
ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業「勤務環境改善プロジェクト」報告
座長（ダイバーシティ環境整備事業推進室長，解剖学）本多祥子
女性外科医を続けるために～チーム担当制で診療することの利点を考える～（乳腺内分泌外科）藤本美樹子
仕事の効率化を目的とした退院サマリー作成業務に関する工夫 （脳神経内科）白井優香
閉会の挨拶 （医学部長，放射線腫瘍学）唐澤久美子
〔ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業 
「勤務環境改善プロジェクト」報告〕
企画挨拶：学生の研究発表にあたって勤務環境改善プロ
ジェクト報告
（ダイバーシティ環境整備事業推進室長，解剖学）
 本多祥子　
　東京女子医科大学は，2016年度文部科学省科学技術人
材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシ
アティブ（特色型）」に採択されました．本事業は，研究
者のライフイベントおよびワークライフ・バランスに配
慮した研究環境の改善やそれに向けた機関内の意識改
革，女性研究者の裾野の拡大，女性研究者の研究力の向
上および上位職への積極登用に有効な部局横断的な取り
組みなどを行う大学等を支援するものです．本学では，
実績をあげてきた従来のプロジェクトにさらに多様な視
点と発想を取り入れ，女性研究者の研究力向上・上位職
登用を実現させるための取り組みを進めております．そ
の一環として，2017年度は，本学教員としてのキャリア
形成に向けて女性医師・研究者の所属する医局における
勤務環境改善プロジェクトを実施いたしました．
　初年度の勤務環境改善プロジェクトでは，学内でも特
に女性医師・研究者が多数在籍し精力的に育成されてい
る診療科が選定されました．そして各診療科内で結成さ
れたワーキンググループが中心となって医局内の課題に
ついて検討し，数か月間にわたり改善を実施してきまし
た．ワーキンググループのメンバーによる最初の座談会
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学会・研究会抄録
第 35 回吉岡弥生記念講演会
（第 360 回東京女子医科大学学会例会）
日　時：2019 年 5 月 22 日（水）13：40～16：00
会　場：弥生記念講堂
対　象：本会会員，本学学生・教職員，一般
（司会）幹事　清水京子
挨　　拶 会長　丸　義朗
令和元年度吉岡弥生研究奨励賞授与式　13：40～13：50
選考経過報告 学長　丸　義朗
好酸球性中耳炎のフェノタイピングの確立と新たな治療戦略 耳鼻咽喉科学　助教　瀬尾友佳子
平成 30年度受賞者研究発表　13：50～14：10
（座長）副会長　清水京子
トランスジェニックマウスと iPS 細胞を用いた
コネキシン 45 変異による家族性不整脈症候群の病態解明 予防医学科　講師　西井明子
第 35回吉岡弥生記念講演　14：30～16：00
挨　　拶 理事長　岩本絹子
 （座長）会長　丸　義朗
弥生先生を語る 本学名誉教授，1956（昭和 31）年卒業生　大森安惠先生
はじめの一歩 1983（昭和 58）年卒業生
 ウィーン医科大学第三内科消化器内科医員
 特定非営利活動法人胃癌を撲滅する会代表理事
 鴨川由美子先生
　トランスジェニックマウスと iPS細胞を用いたコネキ
シン 45変異による家族性不整脈症候群の病態解明
（予防医学科） 西井明子　
　最近我々は，日本およびヨーロッパの若年性房室ブ
ロック症例の遺伝子検索を行い，若年性房室ブロックに
心房静止を合併する 2家族に共通する遺伝子異常を発見
した．その異常とは，心筋細胞間の協調や刺激伝導に重
要な役割を果たすギャップジャンクション（GJ）の構成
蛋白であるコネキシン 45（Cx45）のアミノ酸突然変異
R75Hである．心臓外症状として，頭蓋骨，四肢の指の
骨の形成異常と歯牙異常が共通してみられた．培養細胞
にCx45 R75H を導入してパッチクランプ法による解析
を行ったところ，Cx45により構成されるGJチャネルは
細胞膜上に発現しているが，色素輸送能の消失とチャネ
ル電流の著しい低下がみられた．Cx45の心臓特異的ノッ
クアウトマウスの電気生理学的検査では，洞不整脈や洞
結節機能の軽度低下を示したものの，心房静止（P波消
失）や房室ブロックがみられず，動物種の違いが結果に
影響していると考えられた．そこで，この症例から iPS
細胞を作製し心筋に分化させて，その機能を検討する計
画を開始した．日本の罹患者 3名および健常者（ボラン
ティア）3名から得られた尿中細胞を培養し，約 4週間
後にエレクトロポレーションによって山中因子である
OCT3/4・SOX2・KLF4・L-MYCを導入した．現在 iPS
細胞と思われる細胞が増殖し始めており，今後その核型
や多分化能の検査を実施して iPS 細胞であることを確認
後，心筋細胞に分化誘導し機能解析を行う予定である．
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